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市
災
サ
ー
ビ
ス
行
政
の
一
環
と
し
て
、
各
地
区
の
公
民
館
総
設
を
利
出
府
し
て
、
十
月
一
日

か
ら
市
内
十
か
所
に
「
市
民
窓
口
セ
ン
タ
3

一
を
開
設
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
市
役
所
へ

行
か
な
く
て
も
、
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
、
住
民
禦
の
m

与
し
ゃ
戸
籍
縫
抄
本
、
印
猿
註
開
刀
、
納

税
説
明
な
ど
の
各
種
託
羽
が
取
れ
る
寺
つ
に
な
り
ま
す
ο

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

大聖子公民館内

霊堂悶公民館内

待問公民館内

減島公民館内

図的公民童宮内

会尼公民宮宮内

金包公民館内

土震公民館内

吉沢公民館内

旭北公民館内

M Nピル内
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⑦さま1)ーブ曜を基盤ガりきれずiこ盗塁聾衝突

③スピード者をおし護主主襲E襲潟iこ滋笑

①職務内容と探潟人露

。一費量毒事務 ・H ・H ・ …・H ・-…鈎名稜凌
φ 資格 学校教育法による大学以上の課程(短裁大学を除く)者、

昭和田年 3月以陣卒業した方及び、 64年 3尽に卒業する見込みの

方で、昭和39年 4月 2日以降に生まれた方。 I
Oニ乞ホ e襲撃主義 ...・a・・H ・H ・....・H ・-毎日・H ・-…・表ニF名 | 
く〉霊霊祭@化学 ・H ・・ M ・S・・ H ・....・......ー…・各 1名 i 
e号資格 学校教育法による大学以上の専門課程〈短潟大学を徐く)

在。、昭和62年 3月以降卒業した方及び、 64年 3月に卒業する見込

みの方で、昭和37年 4刃 2日以降に生まれた方。

。怨霊童書語 ………・H ・・a・H ・H ・....・H ・・H ・..2名

資格保健捕の資格を有する方及び昭和64年 3月までに厚生大使

の指定する保健婦養成所を卒業する見込みの資格取得見込みの方

で、昭和40年 4月 2臼以障に生まれた方。

。衆議会・H ・S・H ・・H ・-…・S・H ・.，.....・H ・....・H ・"1名

礎資格 栄護士の資格を有する方及び昭和64年 3月までに文部大箇

の指定する短期大学を卒業する見込みの資格取樽見込みの方で、

昭和41年Fl2日以降に生まれた方。

く〉学芸寒気 ・H ・ ・H ・・H ・同・H ・・H ・'3名

場資格 芋校教脊法による大学以上の専門課程を、昭和63年 3汚以

障に卒業した学芸員の資格を有する;方及び、 64年 3尽に卒業する

見込みの資格取得売込みの方で、照不J37年 4月 2

た方 0

0霊式事会 第 1次試験 101ヲ2臼(司)江揚中学校

①般教養試験信〉作文③性格検驚

穿，汐己診主語会 lOJヨ?ゴイワ

③受験手続さき 9月16臼〈金)から 9 日(七)

市企誼i部職員設へ直接本人が持幸する。

なお、受験申込書は、職員課人事部(内韓321)

で
は
、
秋
の
令
包
交
逮
安
全
母
思
議
一

一

を

契

機

と

し

て

、

一

丁
一
一
輪
車
を
中
心
と
し
た
無
謀
議
一

一

え

運

転

の

追

辰

一

了
歩
行
者
と
自
転
車
利
用
者
の
交
一

一

返

事

故

紡

止

一

で
正
し
い
方
法

5
5
1ト
ベ

一

い

れ

ば

避

け

ら

れ

た

も

の

が

ほ

と

一

な

お

、

・

大

久

保

管

治

雲

議

4

て

苦

菱

重

喜

と

結

婚

一
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
の
一
ん
ど
で
あ
る
。
一
で
も
穏
談
を
お
受
け
し
て
い
る
。
一
(
電
話
弘
二
回
九
二
一
)
一
生
活
の
清
算

一

徹

底

一

ζ
の
機
会
に
、
家
一
一
躍
で
の
話
題
一
直
後
ご
相
談
党
一
。
沖
津
キ
ヨ
大
神
二
七
五
一
一
場
山
口
日
(
水
)
信
地
、
借
家
を
め

神
奈
川
県
内
の
交
通
事
故
に
よ
一
事
故
非
常
事
警
ヰ
一
主
義
せ
ら
一
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
二
輪
車
に
一
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
に
し
て
い
一
に
童
芸
品
え
日
ご
ろ
か
一
界
一
襲
撃
ゑ
(
敬
語
二
(
電
気
回

δ
至

。

)

一

ぐ

っ

て

る

死

亡

者

は

、

八

月

十

五

日

現

豆

れ

て

い

る

。

一

よ

る

事

故

主

十

一

一

件

、

死

去

一

一

る

。

一

主

事

欽

の

こ

わ

さ

に

つ

い

て

ナ

主

主

タ

湯

ケ

長

!

と

・

原

雇

入

野

一

八

六

1
3
一
議
開
午
後
6
時
1
8将

二
百
七
十
に
人
(
均
一
重
主
誌
に
お
い
て
も
、
八
月
末
ま
一
者
八
人
、
重
軽
傷
者
混
じ
ト
人
)
一
交
通
事
故
の
こ
わ
さ
は
、
貫
一
話
し
合
っ
て
い
た
だ
言
い
。
一
喜
子
七
一
一
一
一
喜
一
(
霊
平
五
二
七
三
)
一
マ
事
夏
セ
ン
タ
ー

故
に
よ
る
死
亡
者
百
二
人
)
で
、
一
で
に
す
で
に
五
百
三
十
一
一
一
件
の
交
一
が
警
官
若
者
に
よ
る
事
故
一
な
人
が
ち
ょ
っ
と
し
た
ミ
ス
や
一
h

一

審

会

量

死

事

一

敏

パ

タ

一

。

議

議

員

約

器

1

2

3
問
い
合
わ
せ
先
選
づ
く
り
一
マ
定
員
削
人

高
ワ
ー
ス
ト
第
一
位
と
な
っ
て
一
通
事
故
が
発
生
し
、
死
亡
者
十
八
一
が
包
立
っ
て
い
る
。
一
注
意
に
よ
り
、
あ
る
日
突
然
に
加
ア
ン
う
i
ス

ト

ム

一

(

電

言

一

九

七

二

一

課

市

民

相

談

係

(

喜

一

九

エ

一

ニ

マ

受

講

料

盤

以

お
り
、
塁
悪
事
か
ら
「
章
一
入
、
重
軽
傷
者
六
百
十
七
人
を
出
一
平
塗
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
一
害
者
皇
室
、
量
の
場
合
に
一
主
主
イ
ラ
ス
ト
を
参
考
に
一

:

h
私

一

申

し

込

み

は

、

2
1日

一

は

筆

者

に

な

っ

て

き

と

と

一

マ

ス

ピ

ー

ド

オ

ー

で

に

よ

り

之

蔀

民

法

得

議

産

開

く

一

三

ま

で

に

遺

づ

く

り

謬

一
ろ
に
あ
る
。
一
カ
ー
ブ
を
曲
が
り
き
れ
ず
に
対
向
一

;

i

l

i

j

一
民
一
相
談
保
(
内
線
二
九
一
一
一
)
へ
。

確

か

に

、

交

通

事

紋

に

は

本

人

一

車

に

正

面

衝

突

一

時

円

刀

工

法

ま

で

に

あ

氏

招

談

係

へ

一

一

一

注

意

し

て

い

て

も

避

け

一

マ

高

速

で

運

転

し

て

い

た

た

め

駐

一

一

も

の

も

あ

る

。

し

か

し

一

車

車

両

等

に

激

突

一

綴

浜

弁

護

士

会

で

は

市

民

法

律

一

手

な

緩

み

方

一

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
1
一
マ
一
措
法
で
走
行
し
て
い
た
た
め
右
一
講
座
を
開
聞
く
。

7
5日
(
木
)
交
通
事
故
の
責
任
一

十

分

安

全

に

注

意

し

て

一

折

車

と

激

突

す

尽

程

等

一

と

損

害

賠

償

em月
4
日
(
火
)
弁
護
士
の
上
了
羽
田
(
本
)
遼
…
γ

一口と担制緩

マ
秋
の
全
面
交
通
安
全
選
動
が
、
九
月
二
十
一
呂
か
ら
一
一
一
十
日
ま
で
の
十
日
開
問
、
「
内
品
謬
:
A

V

安
全
は
思
い
や
り
と
ゆ
ず
り
あ
い
」
を
ス
口
:
ガ
ン
に
実
施
さ
れ
る
。

平
塚
市
出
身
で
あ
る
杉
山
明
美

さ
ん
(
百
七
十
五
町
ン
M
州
、
六
十
一

J
守
、
二
十
一
一
一
歳
、
平
塚
市
桃
浜

町
)
は
、
九
月
十
七
日
か
ら
開
催

さ
れ
る
第
二
十
問
問
自
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ソ
ウ
ル
大
会
に
、
連
続
メ
ダ
ル

獲
得
の
か
か
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女

子
臼
本
代
表
選
手
と
し
て
出
場
す

幻
る
こ
と
に
な
っ
た
。

考
杉
山
選
手
は
浜
岳
史
学
校
で
パ

矯

レ

i
ボ
ル
を
一
始
め
、
五
銭
ケ
ム
ロ

一
町
高
校
、
東
海
大
学
と
活
媛
、
特
に

港
東
海
大
学
在
学
中
に
コ
ニ
パ
I
シ

階

ア

1
ド
神
戸
大
会
に
山
山
沼
嚇
し
て
盛

山
山
勝
に
貢
献
し
た
。

湘

ま

た

、

現

在

は
B
本
電
気
に
入

れ
社
し
て
お
り
、
日
本
リ
ー
グ
で
の

持
初
優
勝
の
原
動
力
之
な
り
、
ソ
ウ

噺
ル
で
も
、
世
界
を
ア
ツ
と
い
わ
せ

紡
る
特
技
を
披
露
し
て
く
れ
る
も
の

混
と
一
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
ご
声
3

援

を

。

抗

訪
問
バ

4
8

議主義作幾pJT送車違喜重量発足 1寄与

認

とぎ 寺3箆鉛午後 G時3D分

「愛の心で街づくりj

ところ や炎公渓童書ホー

く〉予ーマ社会的窮立をするために

私たちの住む平壊には、樟害をもっ入、

もたない人、子供、お蛇寄りと様々な人が

往んでいる。だれもが温かい心のふれあい

の中で、明るく狭通な生活が送れる街づく

りを考えようc

。霊糞富諦

担当樋校総務課更生福祉係

。
一
報
法
樺
鴇
談

9
月
幻
自
(
ホ
)
、
9
月
詔
日
(
ホ
)
、

日
月
5
日
(
ホ
)
、
叩
同
月
口
日
(
本
)

予
約
制
(
電
認
で
も
可
)
、
日
時
5
国時

。
鐙
記
、
盤
託
、
識
撃
相
談
日
月
刊
日
(
金
)
、
日
時
3
日
時

。
一
鍛
市
箆
輯
談
毎
臼
(
た
だ
し
、
土
曜
は
詑
時
ま
で
、
日

曜
命
祝
日
は
酷
く
)

O
高
難
生
活
掛
談
支
丹
時
日
(
金
)
、
却
百
(
金
)
、
羽
月
7
B
(
金
)

日
時
2
3
日
時

。
定
畑
例
年
品
思
議
銭
日
月
日
日
(
木
)
、
刊
時
5
日
時

。
発
明
帯
諜
特
許
棉
制
眠
時
R
3
5
(
月
)
、
四
時
1
日時

。
下
鞠
取
引
額
融
硝

9
月
珂
呂
(
金
)
、
日
時
間
分
1
日
時

〈

V

佐
世
帯
構
談

9
月
初
日
(
火
)
、
日
時

jj

、
九
時

を
職
開

h
y
等
制
制
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
ー
)
鈴

i
七
一
一
一
一

月
3
金
曜
日
9
時
3
日
時
土
曜
日
昨
日
時
ま
で

。
様
み
ご
と
拡
，
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
e

お

i
七
八
一
一
一
。

月
tLエ叫曜日
9
時
5
四
時
却
分

機

後

会

銀

お

i
一一一一一一一一一一一

。
心
夜
ご
と
制
制
緩
毎
遅
月
曜
日
、
日
時
3
日
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
構
談
毎
趨
河
tl
金
曜
日
、

9
時j

I
3

話
時

土
曜
日
は
四
時
ま
で

G
結
婚
相
綴
揺
週
日
曜
日
、
叩
時
1
日時

(第
3
日
曜
日
を
除
く
)

。
母
乎
相
談
聾
趨
月

jj

、}}金曜日、

9
時
ー
ら
珂
時

。
輩
藤
発
童
相
談
揮
週
月
1
金
曜
日
、

9
時

su四時

。
高
齢
者
職
難
相
談
聾
週
月
，
、
金
曜
日
、

9
時
油
分
'
h
同
時

土
曜
日
誌
四
時
ま
で

O
購
入
報
綴
擢
月
第
3
木
闇
目
、
日
時
1
日
時



第 446警

ム
H
e
e
-
-
平
塚
市
一
消
費
者
の
会
、
食
生
活
改
善
捻
進
面
体
マ
マ
の
会
、
平
塚
中
央
青
果
蒔
業
官

官

:

組

合

な

ど

で

組

織

す

る

地

方

卸

売

市

場

・

拙

用

品

県

・

市

古

官
‘
。
中
央
農
業
協
問
問
組
合
の
協
力
を
得
て
、
卸
宮

古
ざ
し
た
「
ひ
ら
つ
か
愛
菜
ま
つ
り
」
を
開
く
。

昭和63年 9問守 5巴(3) 

マ
会
場
平
塚
青
果
市
場

マ
内
容
青
果
物
・
米
。
料
理
本

の
即
売
、
野
菜
料
理
の
試
食
会
、

模
擬
底
、
ゲ
!
ム
大
会
な
ど

問
い
合
わ
せ
は
、
農
産
課
営
農

指
導
係
(
内
線
五
回
一
一
一
)
へ
。

24員1;説
書寄与ぷ苦言存 E
詰区長字詰号

言語555550
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雪量量号差。主2
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。募集人重量…・・..........・H ・'10名程度

①大学(大学院除く)を昭和田

年 3月以陣卒業した方及び、 64年 3月に卒

業見込みの方で、昭和刊年 4月 2 以降に

生まれた健康な男子。

② 短 期 大 学 を 昭 和63年 3

び64年 3月に卒業男込みの方で、

4月 2日以降に生まれた鑓瑛な男子。

③高等学校を昭和田年 3月以降卒業した方及

び64年 3flに卒業見込みの方で、昭和44年

4月 2日以降に生まれた鑓療な男子。

③身長160cm以上、体重55kg以ヒ、胸源80cm以

よニ及び向照とも揮置毘視力0.3以上で色覚が

正常な方。

。 試 験 第 1次言語験 10月 2日(臼}

く〉申し込み 9丹 16臼-9月羽田までに受験

申込書を本人が寵接j肖Z吉本部庶務課(内線

387) へ持参する。

なお、受験申込書は庶務J粟庶務係にある。

現
在
、
市
内
に
は
二
百
思
十
軒
る
。
ぜ
ひ
お
山
出
掛
け
を
。

の
畜
産
農
家
が
あ
り
、
乳
牛
間
千
マ
臼
持
ぬ
月
2
日
(
日
)
午
前

六
百
八
十
五
頭
、
豚
一
万
二
千
九

9
持
1
午
後
3
時
刻
分

百
四
十
六
頭
、
鶏
四
千
七
百
羽
が
マ
会
場
総
合
八
品
闘
(
平
塚
の
は

飼

わ

れ

て

い

る

。

ら

っ

ば

・

多

臼

的

広

場

)

市
で
は
、
食
生
活
上
高
た
ん
ぱ
マ
内
容
家
畜
コ
ン
テ
ス
ト
、
背

く
滋
の
供
給
と
し
て
欠
か
せ
な
い
愛
市
場
(
肉
、
野
菜
な
ど
の
郎

畜
康
を
理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も
売
)
、
ふ
れ
あ
い
動
物
村
、
手
づ

間
丹
2
罷
午
前
a
J
時
か
ら

に
、
生
き
物
の
ぬ
く
も
り
を
肌
で
く
り
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
試
食
会
、

感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
畜
産
共
進
牛
乳
・
豚
汁
・
鴎
芸
用
た
い
胞
の

会
を
開
き
今
年
で
一
二
十
六
包
臼
を
無
料
配
布
、
牛
・
豚
の
一
重
量
あ
て

数
え
る
が
、
こ
の
程
そ
の
開
催
日
ク
イ
ズ
な
ど

が
決
ま
っ
た
0

7

問
い
合
わ
せ
先
農
産
諜
畜
産

ご
家
族
お
揃
い
で
楽
し
め
る
催
係
(
内
線
五
回
一
一
)

し
物
が
感
り
沢
山
用
意
さ
れ
て
い

市
内
の
各
保
育
園
に
置
く

前
一
小
売
窓
)
}
マ
相
相
談
臼
月
1
金
問
曜
日
の
午
前
一
e

明
石
町
刀
(
幻
1
0
七
八
九
)

出
一
マ
一
等
ハ
ル
タ
燦
鏡
忠
一
羽
一
時
ら
午
後
4
時

一

・

車

窓

口

刀

(

勾

i
O八
一
一
一
)

納
言
言
葉
主
童
、
マ
ツ
ヤ
一
マ
襲
方
法
電
話
ま
た
は
蕗
談
一
-
あ
さ
ひ
ヱ
ヂ
二
二
一
一
七
)

F
一
マ
三
等
サ
ク
ラ
書
感
紅
谷
町
一
円
V

設
置
保
育
関
(
霞
語
)
で
横
内
M

H

(

応
|
一
二
八
八
)

路
一
活
、
メ
ン
ズ
タ
ッ
夕
、
レ
デ
ィ
ー
一
e

神
活
保
育
麗
(
江
川
ゐ
O
七
一

)
7
い
ず
み
N

N

(

幻
l
一…一凶二一〉

瀦
一
ス
シ
ョ
ッ
プ
や
ま
ぐ
ち
一
・
金
釘
刀
(
h
u

…
五
二
一
一
一
)
一
・
金
目
ρ
(
路
!
一
八
八
二
)

。
一
{
恐
部
門
(
一
般
小
持
活
)
}
一
・
須
賀
川
H

(

れ
1
0
一
一
一
五
一
一
一
)
で
八
矯
M

M

(

幻
1
0
0
八
町
出
)

叫

一

マ

一

等

畿

崎

湾

底

一

・

南

原

H

(
幻
i
五
九
九
…
一
一
)
一
・
大
前
N

H

(

路
六
六
六
二
)

一
切
一
マ
二
等
呉
服
の
京
乃
屋
、
き
も
で
吉
田
す
(
問
。
四
一
二
)
で
ゅ
う
か
り
え
m
m
i
七
二
二
(
)
)

4
一

の

庵

ま

る

し

よ

う

一

"

花

水

台
n

H

(

む
!
七
一
一
一
O
)
で
中
原
H

H

(

日
記

l
八
六
C
C
)

門
一
三
一
等
(
有
)
野
谷
衡
感
、

γ
し
ら
さ
ぎ
刀
(
沢
一
一
六
二
二
ニ
ム
爵
三
%
二
五
一
一
六
)

一
時
一
(
有
)
八
百
彦
マ
タ
楊
ケ
丘
M
2
1
0
0
五
九
)
一
・
富
士
見
万
(
お
i
三
四
一
一
)

一
{
C
部
門
(
飲
食
サ

l
ピ
ス
一
・
若
禁
刀
(
山
内
1
0
一
一
一
一
一
)
一
・
み
ど
り
一
保
育
所
(
幻
;
O
四
一

一

業

)

}

で

大

神

刀

(

民

六

六

二

O

)

一

五

)

昭
和
六
十
三
年
度
平
塚
庖
鋪
コ
一
寄
与
し
た
僚
長
活
舗
を
毎
年
選
出
一
守
一
等
へ
ア
1
シ
ョ
ッ
プ
ラ
イ
?
平
塚
グ
(
幻
!
O
一
一
一
一
七
)
一
問
い
合
わ
せ
は
、
児
童
課
保
育

駐
車
場
な
ど
、
章
一
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
庖
舗
装
ま
っ
一
し
て
い
る
も
の
て
市
内
で
一
年
一
オ
ン
ボ
1
イ
ズ
一
お
町
三
位
i
O
八
八
O
)
一
係
(
内
線
三
回
)
へ
。

る

一

以

上

物

品

販

売

業

、

飲

食

サ

1

ピ

一

守

二

等

満

留

費

田

村

底

、

之
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
活
舗
の
一
ス
業
を
営
ん
で
い
る
庖
舗
が
対
一
(
有
)
新
亀

経
営
の
合
理
化
な
ど
に
一
象
。
一
マ
一
一
一
等
(
株
)
天
資
髪
率
一
層

地
域
商
業
の
発
展
に
一
入
賞
戚
舗
は
次
の
と
お
り
一
ま
つ
ば
、

P
U
B
-
B
T
G
-
T

{
A
部
門
(
中
心
商
応
街
の
一
般
一

R
Y

公
民
館
に
お
い
て
、
即
時
育
ボ
ラ
一

1

m

ン
テ
ィ
ア
を
希
望
さ
れ
ス
芳
章
一
室
詔
一
二
三
へ
。

一
心
に
、
保
著
書
季
ぷ
保
育
一
電
話
フ
ァ
ッ
ク
ス
等

一
指
導
者
講
習
会
が
聞
か
れ
る
。
一

一
ヤ
臼
穏
羽
同
月
7
8
3円
以
丹
江
田
一
一
使
用
料
効
成
の
変
更

一
重
事
務
所
で
は
昨
年
度
か
ら
一
や
他
の
相
談
龍
へ
の
紹
介
を
す
一
の
毎
叩
翠
曜
日
五
月
告
は
孫
一
聴
覚
に
警
の
あ
る
方
な
ど
が

地
域
育
児
セ
ン
タ
ー
を
一
設
け
、
乳
…
る
ほ
か
、
育
児
図
書
の
貸
し
出
し
一
く
プ
全
5
回

一

使

用

す

る

電

話

フ

ァ

ッ

ク

ス

に

対

幼

児

の

保

育

上

の

さ

ま

ざ

ま

な

問

一

も

行

乏

で

時

間

午

前

ω時
1
U
持
一
す
る
使
用
料
と
、
購
入
費
の
助
成

趨
に
つ
い
て
の
一
相
談
を
受
け
て
き
一
マ
裏
白
月
1
金
警
の
午
前
一
守
会
場
中
央
公
民
館
一
が
次
の
と
お
り
古
賓
と
な
っ
た
。

て
い
る
が
、
今
年
度
か
ら
よ
り
身
一
問
時
自
午
後
4
時
一
マ
講
師
小
田
原
女
子
短
期
大
学
一
マ
助
成
額

φ
月
額
使
用
料
の
2

近
に
相
談
が
で
き
る
よ
う
、
新
だ
一
マ
根
議
刀
法
窓
説
委
予
一
約
)
一
助
教
授
中
一
郎
氏
ほ
か
一
分
の
1
(た
だ
し
、
リ
i
ス
契
約

に
市
内
の
各
保
育
盤
に
育
児
相
誠
一
マ
設
麗
保
育
融
問
(
霞
岩
田
)
…
マ
対
象
成
人
初
人
(
抽
選
)
…
に
よ
る
も
の
は
限
度
額
一
千
八
百

震
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
お
で
平
塚
保
育
園
(
忽
|
七
七
七
一
ニ
マ
教
材
費
一
一
宮
内
一
円
)
②
電
話
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
購

気
軽
に
と
頚
答
。
で
あ
さ
ひ
M
a
i
六
一
ニ
0
5
一
マ
申
込
銅
線

9
月
初
日
喜
一
入
し
た
場
合
は
三
万
円

[
地
域
育
児
セ
ン
タ
ー
〕
…
{
育
児
格
談
窓
}
一
申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
伎
一
詳
し
く
は
、
福
祉
総
務
課
室
生

育
児
や
養
育
に
つ
い
て
の
栂
談
一
育
児
や
養
育
に
つ
い
て
助
手
一
所
、
氏
名
、
年
齢
、
篭
嘉
登
喜

を
受
け
、
必
婆
に
応
じ
体
験
入
所
一
援
助
を
行
う
。
一
記
入
の
う
え
、
平
以
平
塚
市
葬

中
央
公
蕊
館
へ
申
し
込
み
を

¥¥ 

。申し込み はがきにf七折、氏名、電話番号

を書己人のうえ、 rfj広縁課(干254平塚市境問

"'T9-1) へ申し込みを。ただし先着工50名

主催 手塚市。車車電力平寧営業所

10月 5臼(オ'()

午後 1時 30分~

中央公民館

ジェームス三太

とき

会場

議員事

ジェ…ムス三木
脚本家として活躍中。著欝に「滞

つくし jや「独線竜iE宗j がある

<>9月21日{水)

-10時 -12時八繕公民館

・14時 -16時四之宮公民館

・19時 -21時大野公民館

<>9月28臼{水)

-10時 -12時なでしこ会鎗

・14蝿ト16時海弾地区会館

・19時 -21時花水公民館

<>101113悶{木}

-14時 -16時須蟹公民館

・四時-21時須賀公民館



(4) 自苦手D63年 9汚守 58らっち、

九
月
一
日
は
一
防
災
の
日
」
中
高
麿
ピ
ル
か
ら
の
数
出
数
議
訓

す
の
か
天
災
は
じ
ル
れ
た
こ
ろ
に
や
線
、
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
救
議
織

っ
て
く
る
。
と
よ
く
い
わ
れ
ま
出
様
、
応
急
減
り
ょ
う
仮
設
抑
制
片

す
。
と
く
に
仙
沼
民
な
と
は
い
つ
起
線
、
消
火
訓
練
な
ど
本
掃
さ
な
が
都

こ
る
か
む
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
ら
の
訓
練
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
繁

め
万
に
綴
一
ザ
へ
て
、
め
災
一
訓
練
が
残
暑
の
な
か
小
e

出
1
1尚
校

生

弘

行
わ
れ
ま
し
た
。
や
市
川
氏
の
山
一
け
さ
ん
四
千
六
百
人
が
湘

A

一FKι
貝
原
市
ム
品
約
細
川
と
い
参
加
し
、
各
訓
練
を
良
川
町
な
ま
な
行

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
県
き
や
お
衛
ざ
し
で
見
守
片
山
市
大
際
に
体
験
し
)

附
師
、
関
係
機
関
の
協
ー
刀
を
得
て
、
て
い
ま
υ
た
。
失

穴
が
か
り
な
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
こ
う
い
う
終
験
を
し
て
い
れ
ば
コf

J
 

た

。

乃

-

の

一

と

き

に

も

あ

わ

て

ず

に

済

州

会
場
の
湖
南
海
岸
公
園
で
は
、
む
こ
と
で
レ
ょ
う
。

き llFJ6 S(弱)
午後、 2'季開構

ところ翁渓センターホーJt.-
O演図解説 f能の驚史 j

狂言「仏 姉 j

能 「船弁慶j

。 入 場 料 特 別 席3，000円、 般

2，000丹、学生1，000丹

。高官亮券 市民センタ事務室、

ヤンレイレコード、稲元産業総

感、サクラ警f吉本活、文栄:堂、

なでしこ書房、ヨネザワ業器、

花水書房でユ発売中

・問い合わせ 市民センタ}一

(電言活32-2235)

/'._、

教
育
寄
付
会
で
は
、
ス
ホ
1
ツ
一
…
〉
申
込
期
限
刊
パ
5
け
戸
本
)

に
殺
し
み
来
い
ん
で
も
ら
う
た
め
…
〔
第
げ
思
平
塚
市
少
年
少
女
部
墳

の
ス
ポ
:
ツ
大
会
を
問
問
く
の
一
大
会
}

{
蛸
閉
山
四
回
婦
人
予
こ
ス
ト
i
ナ
メ
…
マ
れ
い
時
叩
け
九
訪
日
(
け
}
午
U

山

内

三

ン

ト

大

会

}

一

a時〈〉

2
7日
時
9
月
初
U
(主
主

一

文

広

場

見

引

退

ぷ

均
一
9
時
1

一
マ
競
技
種
目
∞
例
入
の
部
実

日
一
マ
会
場
桃
山
中
区
球
場
一

F
の
部
、
立
づ
j
の
郎
)
小
山
下
1
年

:
一
守
競
技
ん
法
①
タ
フ
ル
ス
ト
1

一
字
、
J
6
年
牛
、
中
学
生

一
ナ
メ
ン
ト
②
6
ゲ
!
ム
先
取
一
f言
語
郊
(
小
山
子
生
の
み
了
。

一
家
ム
円
、
ベ
ア
は
当
日
量
一
人
?
組
と
?
五
持
品
守
、
次

一
v参
加
資
格
市
内
孔
汀
の
主
婦
一
鋒
3
年
牛
、
出
前
…

1
伍
司
、
副
将

一
ま
た
は
初
歳
以
卜
の
婦
人
一

5
作
牛
、
十
八
将
6
勾
生

w

一
マ
申
込
頭
取
9
月
幻
日
(
火
)
一
マ
競
技
点
法
①
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一
一
一
{
第
9
R
M
ナ
イ
タ
!
ソ
フ
ト
ボ
j
一
②
場
合
一
は
3
水
、
時
間
は
3
分、

僻

一

ル

大

会

}

一

延

長

は

2
分

勝
一
マ

hn程
山
川
月
3
ヨ
(
日
付
)

j

、327
一
マ
参
加
資
格
令
市
内
夜
行
の
小

欝
一
日
(
会
)
の
午
後

5
2分
1

一
学
]
年
生
か
ら
中
学

3
5ま
で

麟
欄
一
守
会
場
江
問
中
学
校
一
の
男
な

離
す
競
技
方
法
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
一
言
論
駁

Z
m
u
(火
)

鐘
一
マ
参
加
資
格
河
内
ー
行
位
、
#
誠
一
窓
口
問
出
平
塚
市
ゲ
ト
ボ
ル

欝
の
一
方
で
お
歳
以
よ
で
知
成
し
た
チ
一
大
会

福

一

!

ム

マ

臼

符

芦

初

日

(

ぷ

午

前

滋
鶴
一
マ
出
込
沼
待
9
J
リ
初
計
(
火
)
一
9
時
1

機
欄
一
守
前
8
時
1
8
時
日
制
分
ま
で
一
ヤ
会
場
総
台
公
濁
(
平
塚
の
は

一
三
あ
料

1
チ
ー
ム
一
千
円
一
ら
つ
は
)

一
{
輪
開
日
記
綴
縁
人
バ
レ
ー
ボ
j
ん
大
一
寸
競
技
方
法
①
リ
ン
ク
ト
l
ナ

一

会

〕

一

メ

ン

ト

必

3
チ

ム

監

督

1

時
一
マ
日
時
凶
月
日
日
(
六
~
午
前
一
人
、
選
ヂ
b
人
、
補
欠
2
人

統

一

9

?

一

マ

季

語

市

内

在

住

の

万

四
時
一
マ
会
場
見
附
ム
同
体
育
館
一
マ
申
込
期
間
ヲ
汀
ぬ
れ
い
(
月
)

い
一
マ
競
校
h
法
①
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
一

1
m月
5
日
(
本
)

ケ
リ
一
②
幻
占
セ
ッ
ト
マ
ソ
チ
③
3
4
ナ
一
衛
参
加
申
ー
レ
込
み
は
、
い
ず
れ
も

引
で
ム
ロ
人
一
日
兄
附
ム
口
一
体
品
目
館
内
体
育
波
(
一
一
電
J
A

問

機
一
マ
多
加
資
格
市
内
在
住
の
主
婦
一
辺
;
一
一
。
六
O)
へ。

ま
た
は
お
歳
以
上
の
婦
人
一

軍
双
山
岳
協
会
で
は
、
ブ
ナ
の
一
ら
っ
ば
)

原
生
林
の
残
る
西
品
川
仰
れ
を
登
る
。
一
マ
参
加
資
格
市
内
従
伎
の
方
で

マ
臼
怒
川
山
月
日
μ
日
(
土

)
1お
…
編
成
し
た
チ
ー
ム

(
1
チ
z

ム匙品

目

(

日

)

雨

天

決

行

一

督

1
人
、
選
手
5
入
、
補
欠
2

a

集
合
小
田
急
線
新
松
田
駅
前
一
人
)

午
後
1
時

一

守

由

U
期
限
刊
山
間
口
6
5
(木
)

門

v
コ
i
ス
新
松
田
駅
西
丹
沢
一
申
し
込
み
は
、
所
定
の
参
加
出

奥
帯
沢
山
の
家
(
泊
)
:
桧
洞
一
込
書
在
見
的
合
体
育
館
内
体
笥
訣

丸
石
柵
畑
山
西
丹
沢
i
新
松
田
一
(
電
語
れ

τ
一O
六
O
)
へ
。
先
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。入場券 入場幣珂専は、 ]0)J ] 11から 11i1¥'.相l】糾仁 lifl己

センター、ひらつかスカイプラザ市民窓f1セン夕 、dJ、/

公民館、商討会豊百で配布。

，拐、'j 同社総務課

子宮渓センターホール

終戦車挫の広島を中心 に、わんぱく少年ゲンと埠発

孤児たちのハイタリティあふれる生寺さまを感動的に

描いている。

と き

市民センターホール

9J917 (ゴニ)
午 後 2時~午後 4時 30分

ところ

入場料無料(先着1.400人)

主催 国連平場支部・平塚市
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岳
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荷
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友
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集
車
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化
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図
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め
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燃
せ
る
ご
み
ス
テ
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シ
ョ
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の
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な
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台
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ョ
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ョ
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収
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収
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簡
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。
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・
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北
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午

後

一

品

i
i
は

公

民

館

一

く〉見町す合体湾童書(電品3ト剖う7)

・開放帯留 中 f求、ハトミ、 r トン、ハスケソ

事欠睦球(，~ 16日市、 ハレー (1 6持~)

9月訪日〔丹)午嘩]時~午後 8時

月日 (月) ノノ

月(月

関こえま'9か子供のつぶやき

プラス。ミニコンサート

さき ヲ丹 23臼〈金)

午後 2時30分開会襲、 3時鰯演

ところ 市渓センターホール

鶏締はしだのりひこ
a 入場料無料(先着工400人)

※関t実的、問崎小学校児童による

鼓笛隊行進のアトラクションがある。

主龍 平埠市・平塚青年会議所

e 問い合わせ 地域づくり課市民文化探(内綿264)

く〉金額公災宣言手本湾書官 ('r石川日 1~--2]36)
開政種呂 パレ ( 911.)-ヘ 13吋〉、パ Lごミン

人ン 03!件、 )β 、パスケノト(16

印!日

• 9月19Eヨ(月)午前 9時~午後 8時

.10月 3日{丹ノ

10月17日〈丹) ノノ

坂口 11什り I!lし込みは10)J 1 i 19!砕から

各曜溶ともうケット、シャトノレ、ポ

んは各自持撃を、また、よばさき用量董動ぐ

つを階建草すること。

自由に利用できます

ただし、占用はできま せ ん
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ふじみ野団地集会所

土屋小学校

液宮沢公民館

※松延小学校

金目小学校

※みずほ小学校

※万忠良雄市営住宅

海宗寺

※豊田公民館

※E日村ちびっこ広場

城島公民館

※碍崎小学校

援金自公民館

年芋高

ρ

学

一般向

中学、高校生向高瀬舟 (45分)

聖士会教事害

こどもたちへ (55分)

小 学 高 学 年 、 中 学 生 向

わが子を伸ばす続の 言 (30分)

一般向

藤本能道の色絵磁器 (335め

一融向

アニメーション

ちびくろサンボ (13分) 幼児向

ながぐっそはいたネコ (13分)ノノ

E専のぶどう (11分) 少、年向

ス ノーマン (26づめ幼児、小学生向

がんばれ五色桜 (21分) ノf

ブァーブル昆虫記 (25分) 刀

その他

メーブルタウンの交通安全 (14夕刊

般向

東京ヒロシマ子ども派遣団 (31分)

一般向

核戦争後の地球 (30づめ か

あ矢と帯主 (44ううトノ

大地震が学校をおそった (20夕刊

小学、中学、 般向

地震災害警に備えて (16ラテ) ノノ

職場の防火管痩 (20分) ノ/

幼児の心をはぐくむ (28分)

般向

骨の老化とその予防 (29分)

会E藍を見る会 f火星の観察会j

今年、地球は 9月30日に火星と太開の聞を

通過する。火患の最もi丘づくのは 9月四目。

高情車の望遠舗で火患を眺める。書加自由

・日韓 9月29日(木) ---11月日 B (金)、

全 7日間

・時間 9 月 29日は19時30分~21時、 10月 7

日 .14 日・ 21 日は 18時間分~20時、 10月

28日・日月 4 日・日目は18時~19時30分

・会場博物館置よ
月11日

台育世牢金調

平出世間町12-41 電話32-7029

合理売E霊会
o9月時悶(怨)10時‘ 14時 3暗ホール

「νヱルブール白雨傘J91分

'64カンヌ隣同楕グランプリ畳11

合こども検商会
@lO}寺16B ( 町 四 時 、 同 時 3構ホール

「冒険持たち ガンハと 7同のなかま i 
アニメ 95分

台特別展 f神奈川の績物j

神奈川県を代表する植物や、各地域の特簡

を紹介する。多くの事しい生態写真や揖型、

標本さらに分布データを表示するマイコンを

揖示する。
・期間 10月 15日(土)~日月20 日〈日)

・金場博物賠特別鹿示 室

E記念輔調禽・植物事耳の撮り方1
・ 日 時 日 月 初 日 〈 日 ) 13時30分~16時
・会場博物館講童

・講師植物写真家永田芳男氏

会体重富田 毎週月瞳目、 9月15日、 23白、 10

月日目、月末

合博物磁器置 字制捜関町12-41 官童話33-5111

プラネタリウム・虫義士措5.!i

9月13蕊-10月30毘

す体験学習 f縄文式土穫を作ろうj

世界の憐き物史の中でも珍らしい縄文式土

器を、遺跡から出土した土揮を番考に作りあ

;ずる。

・日程 10月 12日(水)、 13日(木)、 23日

(日〉

時間四時-16時

・会場博物蕗科学教室

・対象 全日揮普加できる方20人く抽選〉

・申し込み 9月24日までに住揮はがきで

博物館へ

食事3ファミリーフヱスティパJv
e 日 開 9月27日(ぷ) ---10月 2日(日)

・時間 9時 -21時(最終円は日時まで)

・内容 2gH社交ダンスハーティー、 29日調

商会、 111ロックン臼ールハーティー・迷

路、 2Hアマチュアパンド横審・輯武・模

鞭肩凝作品掛'T'は全期間

合総書室数重量

陶よさを鳩曜から学ぷ:。

o 1 !fJ!1 91130! j {てE討、1il}J2lfl (金)

B 時間問時30什--21!l手

・t，j象問調以 上50人

・宇ィ11"ばそ 2.00011J 
法r愉羅臼毎i麗il曜 H、 9J ll511、23什、 10

会おたより1;1:ニ
こども唱では、 円gO)本やこども引につい

てのこ怠は、ご安芸宮沢そをお11誇きするために「お

たよりはこJを，""円している。お試軒にご利

用を。

交罪署銘事春罪悪

・費出A夜、挙考明

火--jn掛 け 9時-16時間丹

念梢!I 9 Hテ-18時50分

・こども'ヂ 火---!:Ht't(1 J 13!昨--161昨日分

11附 11 9時~国時間分

、t_(骨盤認 1lj，週JJI樹11、 9} J1511、2311--H)

} J 3 I!、10)J 1111 

、よ，B自轟縄 〒~;)oj r笠間町12-41 "註"，1，'31--0415



重患446繁

一10月24日 午前日時~午後 2時30分

妊鑑中と罵桂の栄華・映画「生命

t!:iJ3.蓋J
襲麓韓潮{蛇措 8カ、丹以時の方}

10月 31日午後 1 時30舟~4 時

者ちゃんのお風呂場お産の進み方

と産後白過ごし方・呼吸法

11月 5 日午前 911寺30分~1l時30分

暁両ヨと子のきずなj・5示ちゃ

んむ育て方

鰯会場時憧センタ

鞠 主 治 医 の 許 可 を 得 て か ら ご 奉加

を。最終日はお父さんもどうぞ。

瞳持害するもの 陪子憧騎手帳、筆

5日用具〈全日間共通)、スラック

ス (3!-::lと 31白人さらし・裁縫

道 具 (17円)、エプロン・三角

巾・タオJレ (24日)

露五撃事E之Fら eコ免、縁 組63年 9fo寺守おお

由盤櫨センター

ヰZ嘩市 中 堅34-17 電話34--03日

窃平揮罷櫨所

平理市豊原町 6ー 幻 電 話32-0130
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た
め
の
喜
一

D
D
V
P
議
了
八
尚
一
一
一

い
る
お
気
較
に
ご
相
談
を
。
一
一
!
(
電
話
幻
四
O
九
五
)
一
薬
剤
を
鋭
引
販
売
す
る
。
購
入
を
一
百
八
寸
内
〈
ハ
エ
の
成
張
、
数
の

一
平
探
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
一
一
希
事
浩
容
れ
る
方
立
、
市
内
の
事
局
一
成
虫
、
ナ
ン
キ
ン
ム
シ
、
イ
エ
ダ

…

一

消

繁

畿

の

つ

ど

い

一

一

一

は

、

暮

ら

し

の

大

学

講

康

の

受

講

一

一

薬

屈

で

お

求

め

を

。

一

一

一

、

ゴ

キ

ブ

リ

v

一
生
を
募
一
議
す
る
。
一
暮
ら
し
の
問
題
を
考
え
る
消
費
一
マ
販
売
刑
期
間

9
月
お
日
(
祝
〉
一
事
ゴ
キ
ブ
リ
殺
虫
剤
塗
布
用
エ
ア

一
マ
日
程
ぬ
月
4
日
(
火
)
j
t
J

口
一
者
の
つ
ど
い
が
開
聞
か
れ
る
。
一

5
W月
お
日
(
河
)
一
ゾ
i
ル
百
五
十
問
、
二
百
九
十
円

一
月
初
[
H
て

全

羽

田

一

7
日

時

泌
R
M
R
(金
)
午
後
一
一
〉
被
帯
同
す
る
薬
剤
、
髄
格
〈
対
象
一
〈
イ
エ
ダ
ニ
、
ゴ
キ
ブ
リ
〉

で
時
間
午
後
1
時
泌
分
5
3時一
1
持
1
4持
一

審

議

〉

一

衛

殺

そ

剤

百

時

々

、

六

十

円

〈

ネ

ズ

一
知
分
一
円
〉
会
場
秦
野
市
な
で
し
こ
会
抽
出
一
@
ス
ミ
チ
オ
ン
乳
約
五
百
氏
、
四
一
ミ
〉

一
守
会
場
平
塚
消
費
生
活
セ
ン
タ
一
(
秦
野
田
帆
前
農
協
ど
ル
内
)
一
百
四
十
山
内
〈
ウ
ジ
、
ボ
1
フ
ラ
、
一
マ
問
い
合
わ
せ
先
健
康
課
保
縫

一
1
(
梅
田
原
一
ア
パ
ー
ト
9
幣
)
一
マ
内
答
講
演
会
、
消
費
者
団
体
一
ハ
ヱ
の
一
成
虫
、
ゴ
キ
ブ
リ
、
ナ
ン
一
衛
生
係
(
内
線
二
五
八
)

一門
V

一7
1
マ
一
ー
消
費
者
品
問
題
を
考
一
の
研
究
発
表
。
慈
高
見
交
換
、
リ
フ

…
え
る
」
東
海
大
学
教
授
内
泊
英
一
ォ
1
今
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ウ
、

一

夫

氏

ほ

か

一

物

品

販

売

。

試

食

コ

ー

ナ

ー

ほ

か

マ
定
員
全
日
程
参
加
で
き
る
方
一
マ
問
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
消
費
生

前
人
(
先
着
麟
)
一
活
セ
ン
タ
ー
(
議
議
n
m
O
九

マ
締
め
切
り
自
月
初
日
一
五
)

鶴対象 2揖 6か月までの乳幼児

離合場平塚保控所

翻棺説日 10月 3日、口日、 24日

韓時間午前 9時~10時(受付)

観申し込み 電話で平塚保纏所へ予

約する。

覇対象 10月中に 8か月から満 Z議

になる乳幼児の母現

朝日時 10月 5 日午前10時~1l時

鰯 会 場 平 理 保 韓 所

覇母子鰭藤子三頓と筆記用具を持事

回-や

‘旬

題受付今後 1 時~2 時

鐘窓会場 保障センタ

観母子耀康子操本冊，別冊、 3著書己用
耳、癌ブラシを持事

[ 3か月!思3
・10月 5日 634': 6月 1Ej~lO 門生

o luf]19日 63年 6 月日日~20日生

10月26日 63年 6月21日--30U生

[1識 6か月児}

・10月 4EI 62年 4F.I] R--IOLl生

• 10月日日 62年 4 月日日~20日生

• 10月四日 62年 4f121日--30日生

車党]
毎日月 6日 以}年 8 月 1 日 ~10臼生

. 10月13日 60年 8f.oj 11 日 ~20日生

・10月20日 60年 8月216--31日生

醒第 1期対象は 3 か月以 i~ 4歳 未

輔の乳幼児。 3週 間 か ら 8週 間の

間隔で 3間受ける。

購額 2期損 1閣の 31"JL-jO)指穐日

から 1年以上 1年 6か月以内に l

間受ける。 5識 6か月に達する

まで受けられるが、 4措までに終

了することが望ましいp

盟開業医、病院で接揮できる。持穐

日は墜師とご相談を。

蝿料金無 料

調探検証、母子健踊子帳を持参

盤対象 構 1識 か ら 6歳未満の幼児

摺接種 方法 開業 医、 病院 で受 けら

れる。接撞日は医師と欄読して決

める。

離料金無 料

醸探韓E正、母子瞳麗手帳ぞ持幸

盟月三表 3か月以 t二4議未満の乳幼

児。 6週間以上の間関で 2回受け

る。

翻受付時間午後 1時 30分 --3時

淡の会場は午後 2時-3時

[10月1
12日 金回公民館、※岡崎公民館

に
は
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ
し
車
、

る
の
で
、
ご
了
承
を
。
イ
ロ
ン
、
皮
製
ト
ラ
ン
ク
、

O
不
期
間
同
登
錦
繍
情
報
は
ブ
ラ
イ
タ
ー

地
域
づ
く
り
課
市
民
生
活
孫
(
内
締
O
購
っ
て
く
だ
さ
い
男
児
技
額
一
。

一六一一一)へ。

1
6
設
)
、
整
理
だ
ん
す
、
ポ

。
競
り
ま
す
毛
糸
編
機
、
幼
児
用
食
ル
テ
レ
ビ
、
竜
気
オ
ル
ガ
ン
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
問
い
合
わ
せ
卓
い
す
、
ベ
y
ド
、
洗
理
機
、
ベ
ピ
i
イ
ブ
ラ
イ
タ
ー
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

問
い
合
わ
せ
む
と
き
力
}
チ
ェ
ア
、
ベ
ピ
!
ラ
ッ
ク
、
予
押

智
内
(
じ
ん
)
炎
の
主
な
も

の
に
は
急
性
腎
炎
、
慢
性
自
胃

炎
、
腎
孟
(
つ
)
腎
炎
が
あ

る。
急
作
品
宵
炎
は
幼
革
期
か
ら

少
年
期
に
か
か
り
ゃ
す
く
、

多
く
の
場
合
、
へ
ん
と
う
せ

ん
炎
、
上
気
道
感
染
、
中
耳

炎
な
ど
に
感
染
し
た
後
に
発

病
す
る
。

一
方
、
慢
性
腎
炎
は
急
性

腎
炎
か
ら
移
行
す
る
も
の

と
、
最
初
か
ら
慢
性
に
発
症

す
る
も
の
と
が
あ
り
、
続
状

と
し
て
は
急
性
、
慢
性
と
も

顔
や
手
定
の
む
く
み
、
血
液

や
蛋
(
た
ん
)
臼
尿
、
血
圧

上
昇
、
頭
重
J

岡
山
、
務
官
品
(
け

ん
た
い
)
感
な
ど
が
み
ら
れ

る
。
治
療
は
安
静
、
保
温
、

食
事
療
法
が
基
本
と
な
る

が
、
慢
性
で
湾
機
能
低
下
が

著
し
く
、
尿
毒
症
に
い
た
る

場
合
は
人
口
透
析
も
必
要
と

な
る
。管

室
田
開
炎
は
綿
密
が
尿
道

か
ら
入
り
、
習
志
や
腎
実
質
…

ま
で
成
案
し
て
お
こ
る
立
性

に
多
い
簿
孔
で
あ
る
。
多
く
は
…

務
統
(
ぼ
一
つ
こ
う
)
炎
を
併

発
し
、
悪
謀
、
を
伴
う
一
品
開
持
、
、

腰
痛
、
わ
き
綾
の
痛
み
な
ど

を
訴
え
る
。
完
全
に
治
療
…

し
、
慢
性
化
さ
せ
な
い
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

と き 10月2臼{日)午後 2時競演

ところ 子宮箆センターホール

く〉総 務 ドラゴン・クエスト特集(口トのテーマ

続そして伝説へ他〉

ドーオブ四ミュージック 王禅と在、f也

0浅草者護 家主家吹奏楽愛妻子会
指揮高海幸男

。入議線料希望者は、市民センタ一事務室、市役所

受付、中央公民書官、各地主王公民館に入場券が用意し

てあるので、お受け取りを。

困問い合わせ市民センター零話32~'2235

時
10丹 1日 に全E冨 斉に 't主宅の濁勢窮乏証。

ともい われ る住 宅統 計調 査が行われる。この

調査 は「壌かな住生活Jのための基硲となる

もの 。調査員が 9月 236から調査禁在マ持って、

調査す るお 宅に お向 いす るので、ご協力いた

だきたい。

場お問い合わせ 平場市総務課統計語審査部(内線348)



(8) 

ー

先

日

、

広

報

ひ

f
ら
つ
か
で
ス
ポ
ー

ツ
振
興
基
金
に
つ
い
て
の
記
事

を
読
み
ま
し
た
。

市
の
基
人
t
M
制
度
に
は
他
に
花

会
福
祉
法
金
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。敬

老
の
口
が
近
く
な
り
ま
レ

た
の
で
、
き
っ
と
お
年
寄
り
の

た
め
に
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
基
金
の

現
任
の
寄
付
状
況
と
使
い
み
ち

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

(
漆
耐
用
川
政
治
さ
ん
)

3
F
-

社
ム
ロ
福
祉
基
金

jjJ:ど
は
、
こ
れ
か
ら
の

高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
お
年

寄
り
も
障
害
の
あ
る
方
も
安
、
U

し
て
暮
ら
せ
る
幸
せ
な
街
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
昭
和
五
十

六
年
に
設
立
し
ま
し
た
。

以
後
、
皆
さ
ん
や
各
局
間
体

の
ご
協
力
に
よ
り
、
昭
和
六
ト

マ
会
場
県
ウ
婦
人
総
合
セ
ン
タ

マ
講
師
共
同
通
信
社
文
化
部
記
高

松
本
情
壬
子
氏

中
内
容
中
悶
限
凶
「
山
F
戸
」
の

し
映
と
解
説

マ
H

川
象
県
民
九
百
人
(
先
答
隅
)

V
A児

2
t
6
南

マ
申
込
先
河
セ
ン
タ
ー
q
A
4
F曽

部
(
内
線
丘
一
ハ
)

{
現
代
墾
接
請
鹿
a

私
が
出
会
っ
た

子
ど
も
た
ち
今
鷲
}

マ
ロ
時
日
汁
日
円
(
仁
)
h
r後
2

予

i
j
F

H

l

H

 

マ
会
場
品
川
ぃ
一
ザ
婦
人
総
九
日
セ
ン
タ
ー

マ
講
師
社
会
福
祉
法
人
北
海
道
求

時
宇
崎
校
長
作
品
品
川
氏

マ
村
象
県
民
丘
白
人
(
先
罪
判
順
)

マ
ィ
品
児

2
S
6犠

マ
由
込
先
同
セ
ン
タ
ー
同
社
部

へ
山
内
線
五
一
一
一
)

{
路
大
鹿
骨
密
誘
皆
吉
}

マ
日
制
閉
山
什
国
H
S
U
パ
!
日
の

ん
昧
凋
火
曜
日

F
4
3
同

・
山
町
間
午
前
日
時
3
日
時

マ
え
返
却
人
(
先
荷
順
)

{
平
の
金
・
手
話
通
訳
入
門
鱗
習
生
}

マ
日
程

9
月
四
日

1
山
円
訂
日
の

埠
週
木
曜
日
全
日
目

・
時
間
午
後
6
時
却
什
3
8
時

三え
d
H

加
入
(
先
島
明
)

{
七
夕
金
・
初
踊
手
話
議
出
商
T

告
}

一
年
に
皆
さ
ん
の
禁
意
一
億
円

と
市
の
拠
出
金
三
億
円
と
を
合

わ
せ
、
目
標
額
の
四
億
円
を
達

成
し
ま
し
た
。
現
花
も
善
意
が

続
い
て
お
り
、
今
年
八
月
末
で

マ
日
向
付
凶
月
別
日
、
叩
品
目
、
日
月

日
日
、
お
円
、
日
円
2
日
(
全
5
国
)

h

手
耳
F
a
H
O
手
1
1
2じ
寸

H
E
ノ

丹

l
u
n
-
-
H

マ
定
員
却
人
(
先
農
順
)

市
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
一
γ
塚
市

計
会
嶺
祉
協
議
会
(
宅
前
口

L
一一

一
一
一
)
へ
。

県
で
は
旧
軍
人
、
戦
構
崎
将
、
戦

没
省
遺
膜
浮
の
ね
そ
村
白
米
に
、
底
的

や
遺
民
年
金
等
に
つ
い
て
の
泡
回
相

談
そ
行
う
。

守
日
時

9
付
由
日
一
次
)

h

f

前
刊

与

S
F灸
4
r
r

H
z
f
i
a
 

門

V

会
場
楢
祉
会
館

マ
問
い
へ
円
わ
せ
先
社
会
mM管
聞
係

{
内
線
一
一

O)

率
い
す
で
響
曲
エ
へ

準
い
す
そ
判
射
し
て
い
る
仁
川
の
ふ
さ

加
と
、
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
f
ア
そ
券
慢

す
る
の

{
友
情
列
豪
a

走
れ
ひ
ま
わ
り
号
}

マ
H
時
凶
円
初
日

(U)

マ

コ

ス

川

崎

駅

横

浜

駅

宇

蝶
駅
;
一
豆
町
駅
(
花
担
)

V
参
加
料
六
人
一
一
下
円
、
中
・
高

校
生
二
千
円
、
小
哲
生
不
円

マ
申
込
期
幅
削

9
月
却
日
(
金
)

7
E催
ひ
ま
わ
り
号
を
え
ら
せ
る

神
奈
川
実
行
委
員
会

{
蜜
士
山
一
一
一
湖
ハ
イ
キ
ン
グ
}

四
億
七
千
瓦
百
万
円
に
な
っ
て

い
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
金
の

使
い
み
ち
は
、
平
塚
市
役
会
福

祉
綴
議
会
亭
唱
、
む
に
基
金
管
理

委
員
会
で
決
め
て
お
り
、
現
在

蒸
金
の
一
果
実
(
利
子
)
で
、

マ
独
り
暮
ら
し
老
人
給
食
助
成

マ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成

マ
寝
た
き
り
若
人
慰
問

マ
日
開
害
者
タ
ク
シ
!
料
金
助
成

マ
日
時
日
計
6
日
(
日
)

マ
コ
ー
ス
小
田
原
駅
紅
策
合

三
協
台
小
町
同
駅

マ
募
集
人
員
・
多
加
料
率
い
す
で

書
加
さ
れ
る
万
却
人
・
無
料
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
百
七
十
人
・
じ
子
五
百
円

(
定
員
に
な
り
改
革
締
め
切
り
)

マ
主
催
ベ
ル
ク
ク
ラ
ブ
お
よ
び
臼

本
救
急
員
連
盟

間
い
ん
円
ね
せ
は
、
い
す
J

れ
ら
福
祉

総
務
課
更
生
帽
社
揖
(
内
組
一
一

二
)
へ
。

欄
醐
芸
教
委
を
開
聞
く

マ
臼
時
9
月
剖
日
(
七
)
午
前
9

昨
日
分
1
日
時
加
汁

マ
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
ロ

マ
講
師
閣
主
研
究
家
露
木
孝
氏

マ
内
菅
野
乍
一
フ
ン
の
持
性
と
作
り

万
門

V

受
講
料
腎
料

守
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
南
園
芸
ゼ

ン
タ
;
(
電
d
u
l
O江
九
三
)

新
し
い
由
民
年
金
制
躍
(
基
礎
年

金
)
の
坦
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め

の
揮
認
を
募
果
す
る
。

マ
応
募
資
格
県
内
仔
住
の
万

ウ
応
募
期
限
印
丹
8
日
(
上
)

応
移
は
、
は
が
主
に
作
品
、
行

所
、
氏
名
、
電
話
婚
は
け
を
記
入
の
う

え
、
字
削
横
浜
市
中
山
昨
日
本
ぃ
人
通
り

ス

神
戸
市
川
県
保
険
医
協
会
で
は
、

U
H

時
間
者
話
を
通

υて
櫨
鹿
そ
届
け
る

健
讃
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
(
高
話
。

四
丘
四
丘
三
一
二
一
三
一
)
を
突

胞
し
て
い
る
。

7
9
月
の
テ
ー
マ
(
月
)
子
供
の

ぜ
ん
そ
く
、
(
穴
)
労
組
し
よ
う

症
、
(
ホ
)
口
臭
を
防
く
に
は
、

(
木
)
同
時
脱
毛
症
、
(
金
〕
ア
ニ

サ
キ
ス
症
、
(
上
・
日
)
吏
扶
街
中
識

が
な
く
な
っ
た
ら

叩
月
1
日
か
ら
、
神
奈
川
中
央
交

通
パ
ス
縄
・
中
沢
橋
経
由
松
岩
寺
行

が
新
設
さ
れ
、
今
ま
で
の
中
沢
橋
経

由
松
岩
寺
行
は
梧
延
・
中
日
橋
経
由

松
岩
寺
行
と
な
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
商
工
課
工
業
部

(
内
線
五
E
O
)
へ。

ス
ポ
}
ツ
振
興
基
金
は
、
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
講
習
会
、
ス

ポ
ー
ツ
凶
体
に
対
す
る
助
成
な

ど
に
控
わ
れ
ま
す
。
ご
協
力
く

だ
さ
い
e

-
問
い
合
わ
せ
先
(
財
)
平

即
時
市
ス
ポ
!
ツ
振
興
財
団
(
竜

話
話
。
一

O
二
)

(
敬
称
略
)

マ
ス
ポ
ツ
振
興
基
金
へ
・
苧
環

ス
テ
シ
ョ
ン
ピ
ル
ヱ
十
万
円
、

横
浜
鰻
行
平
塚
文
京
一
万
七
千

円
、
高
砂
倭
料
E
業
水
泳
部
一
一
万

ε
 

F
 

あたたかい
社
会
両
祉
基
金
な
ど
は
、
地

域
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

充
実
に
使
わ
れ
ま
す
。
ご
協

h

く
だ
さ
い
。

・
問
い
合
わ
せ
先
平
堵
市
社

会
福
祉
協
議
会
(
電
話
回
一

三
七
七
)

(
敬
祢
略
)

ヤ
朴
泣
議
博
祉
基
金
へ
陵
二
晃
望
七

百
七
十
九
円
、
吉
岡
山
疋
治
三
千
五

百
九
十
円
、
日
入
金
一
千
円
、
平

塚
さ
っ
き
会
一
万
円
、
高
木
工
業

十
万
円
、
大
谷
友
子
五
千
円
、

松
が
丘
地
区
民
生
児
童
愛
員
協
議
会

一
一
千
一
一
百
七
l

士
一
円
、
府
川
庄
九
日

一
万
七
千
五
百
円
、
富
と
コ
カ
コ
ー

ラ
ポ
ト
リ
ン
グ
平
塚
営
業
所
十
三

万
六
で
台
八
十
円
、
平
揮
寛
一
時
部
五

千
円
、
中
村
低
五
郎
一
千
円
、
下

万
出
自
治
会
5
1
3

二
千
七
百
六

十
円
、
花
水
地
区
南
部
長
芽
金
六

千
七
吉
六
十
九
円
、
つ
く
し
看
護
婦

京
収
婦
紹
介
所
一
万
円
、
藤
原

↓
千
円
、
秀
和
子
供
会
五
手
ニ
百

一
十
円
、
久
保
田
昭
五
千
百
九
十

七
円
、
平
場
ス
テ
!
シ
ョ
ン
ピ
ル
名

庖
会
十
五
万
円
、
林
屋
樹
高
一

千
七
百
七
十
コ
一
円
、
平
岡
部
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
ピ
ル
十
五
万
円
、
小
皆
本
ツ

ヤ
子
一
一
一
千
円
、
石
川
光
男
五
十

万
円

マ
社
金
援
祉
へ
・
借
崎
輝
夫
二

千
円

マ
め
ぐ
ま
れ
な
い
子
へ
・
品
開
時
勉

一
千
円

マ
交
通
議
克
へ
・
つ
も
る
会
落
合

万
円
、
大
門
-
一
一
郎
後
援
会
(
費
減

船
団
)
七
万
一
一
百
円
二
十
一
円

10月 113 (土)
8 町 45神田 公 民 館

9 : 05六 野公民館

9 : 30 霊悶公民館

9 : 55域島公 民 館

10: 20 r胃崎公民館

10: 45 金田公民館

11 : 10金自公民館

21告

く〉臼程

9月四日

(月) l3時~

l5時平城駅南

口/28日(本)
4 

10時 .--._.-15時平 ぷ論織擁護摩翠襲為戸イ轟鋭議量 仇ノ

塚駅南口/29 警護議議銭ダ /ぺ'¥":"': 、
唱 鵠 踊 世7 バ弘/ κR 日(木) 10時-→/宵〆町山

-....15時j争[詩ノぐ-)レロード・富 tτスーパー徳延府

く〉ご協力ありがとうございました(7 fl) (敬和略)

東梅大学、臼産車悼、ノ川世竜平金属、石塚研究所、
岩井金属工業、 E領ケ台高校、東海大学ロ タ ア ク

トクラブ、サンライフ、平域ライオンズクラフ ([fl体

のみ)

iiziiifii1i;:;ii1iiii!?iftiiiii;ii!51ii; 
-R 命忠室主~~品交主主ギモモ京 2 長存室長三主主主竺富司。 E ま E Z彊2長差。三高お
ち」←ど?とおすの窓、かた。にさいなかでらくさかとのたか行へ駿 号ぎるこまをの問今 ついえ

宮下2ivzzi25ト;」;471子手iJ'I-3 0ろFizztgf3:53五 232
さ 酉己 で、う ば大 を あ一 、ヒ r~'.' _.... .工の 集御た f主まと行都 の 、 と
な す はそり の蛇 暴け 1 会 〉錦逗二一ー が七メ戦静 め殿のんししき) お 中 い

V たがか 家ほ う が 少 「 し 原 と 簿 類 哲一一 一 :-'ごは おた「れなののこなしか

~~会主語警 η22 主主 35 五，，' ~響Y ふ L プ二汁充宮ぷ室芦言を占誓 E さ毛ヰえれ
主:開票空襲若君主きHjLょ J.::i諸 君喜即日!日52Mm
gi表22Z222A5225齢額通務協議額三555宗主主長良山内大
元23言訂以下き討議響議諜笠宮HE13詰H3522平轄

たかし汗」殿ょんさ家 くでじ可戸毎察害、主義議選滋繁務攻、語爽務総戸 、大 れあたに小ま 、ずでい ! 
こったを に。とまが と聖子議議長下麟諮問守げをどるだ か蛇 たな。入さでそ、はま

ら( ま 戸 し移(原がには iマ(:';::;，;側一調埼鞭唾開努事務減るたなまく だずたか t，に羽り 媛こし f驚 かよ大は
力作 れ 注せだ大たれけ下{主し、比みど与さ説斗謙二ゑ縦およ当主あこる、あと、ちしへな、にそにこた狩ちつ引き

Z 博量長会車在。宣告官定者高齢?でち主主TEJゥーfriZ 主 E 誓言号苦笑会 52 弱ま忠告在宅 g~~ 事ま
物上校。つ、 うよあはとをこま、っとつ、鮫そし将わ、い向日にに、でき:蛇康ましととらこ、たどきり

荘重級 て死 はうる狭量こ号量受毛筆 三 号 長 ご だ 量 芸 襲 ぷ 急 雪 守 重 量 き 号 事 之 た き 、 の と だ こ め そ ま なだ

長忠信号号さ22HHS主計叩君主早川出duf52表現2uf
…義 企 ZE Z詰主主己、殿た 安警芝た五お E 主力~ ~ ~在七翠哲石雲 SZZ 突き高察長ゑ菜警去 襲ス

藤 匁iが り数検、んの家 つ ぬ し、げびき せれがら、そにで も矢口役。蛇ょが 1'{言。、蛇い康 ヘル
れ ilー まへ校中蛇ち)，主 てか、大まこ、 んはしれまんとな のら人しがう 狩 裂はまは むツ

鍋:

震

い
こ
と
を
資
め
ら
れ
、

A
子
さ
の
で
し
た
。

ん
も
反
対
に
懇
い
点
を
ま
い
返
綬
自
身
の
か
か
え
て
い
る
悩

し
た
り
し
て
、
お
互
い
に
傷
つ
み
が
大
き
い
持
、
母
親
だ
け
が

け
合
っ
て
い
ま
し
た
。
お
母
さ
い
く
ら
が
ん
ば
っ
て
も
必
ず
か

ん
も
、
「
あ
な
た
が
だ
ま
っ
て
い
し
い
も
の
で
す
。
そ
う
い
う
侍

れ
ば
い
い
の
に
、
余
計
な
事
を
に
、
子
供
は
家
族
と
し
て
の
あ

雲
う
か
ら
」
と
、
ど
う
し
て
も
り
方
を
も
う
一
度
考
え
さ
せ
よ

否
定
的
に
見
て
い
ま
し
た
。
う
と
し
て
間
同
胞
を
お
こ
し
て
い

お
母
さ
ん
は
早
く
両
親
そ
な
る
場
合
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

く
し
、
自
分
で
や
る
し
か
な
い
家
族
が
家
族
の
問
緩
と
し
て

状
況
の
中
で
育
っ
て
き
ま
し
と
り
く
む
こ
と
が
で
き
な
け
れ

た
。
結
婚
し
て
も
、
夫
と
の
間
ば
、
家
旗
の
中
に
変
化
は
生
ま

が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
、
し
っ
か
り
れ
て
こ
な
い
で
し
ょ
う
。
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